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要 旨

問題解決能力を育成する看護基礎教育の授業開発への貢献を目指し、 問題解決能力 の概念

を明らかにすることを目的に、文献の検討による分析を行った。文献検索により、看護学 論文

と教育学 論文を分析対象として選出し、 の概念分析手法を参考に、属性、先行要件、

帰結に関する記述の内容を分析した。

分析の結果、問題解決能力の属性として、【体系的方法で問題を解決する能力】【思考力】【実

行力】【情報処理力】【態度】が抽出された。また、先行要件として、【可能性】【知識】【学習環境】

が抽出され、帰結としては、【人間的成長】【実践力の向上】が抽出された。

これらの構成要素の統合により、問題解決能力は、【思考力】【実行力】【情報処理力】【態度】

の相互作用を基盤として問題解決過程を展開する【体系的方法で問題を解決する能力】であり、

個人の【可能性】【知識】と【学習環境】の影響を受けて発達し、【人間的成長】や【実践力の向

上】をもたらすものである と定義づけられた。

以上の結果は、問題解決能力の育成にとって効果的な看護基礎教育の授業開発や、その教育効

果の測定用具の作成に活用できると考えられる。
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【緒 言】

目前の課題について解決方法を模索し、実

践するという作業は、日々の生活の微細なこ

とから専門的技術の内容にかかわるものまで

広く行われている。学士課程教育を検討した

中央教育審議会の答申では ）、各専門分野を

通じて培う学士力の一つとして問題解決能力

を示している。一方、看護学教育でも 大学

における看護実践能力の育成の充実にむけ

て ）の中で、社会的ニーズの変化に着実に

対応できるよう 専門知識に基づいた問題解

決能力の育成 の重要性が記されている。こ

れらから、問題解決能力は育成されるべき能

力として位置づけられていることがわかる。

高知大学においても課題探求・問題解決能

力育成に関して中期目標を掲げ、授業改善な

どについて取り組みを進めているところであ

る。その推進にはまず、大学における看護基

礎教育で培うことが求められる 問題解決能

力 の概念について明らかにし、教育できる

特性を見出し、構造化していくことが必要で

あると考える。しかし問題解決のプロセスを

定義としてあげるものはあるが、能力を構成

する要素も含めて、その概念が明らかとなっ

ているとは言い難い状況である。

そこで今回、関連する文献から 問題解決

能力 の概念を明らかにすることを目的に検

討を行った。これにより学生の能力習得を評

価する視点が明確になり、講義、演習そして

実習といった複合的な学習形態をもつ看護教

育の中の課題探求・問題解決型の授業改善の

一助になると考える。

．問題解決能力をめぐる背景

問題解決 については、認知心理学では

一種の思考と位置づけ、認知的なものである

こと、プロセスであること、問題を解こうと

志向するものであること、個人的なものであ

り問題解決者のもつ既存の知識に依存すると

いった基本的な考え方を含むものであると説

明されている ）。ここでは問題の存在を認知

し、解決についてもまた個人の認知に依拠す

る側面が描き出されている。他方、教育の歴
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史では、古くは が述べた なすこ

とによって学ぶ 、すなわち、子どもたちの

自発性が重視され、そこで問題を解決する過

程を経験し、知識はその過程の中で習得され

ていくといった教育理論から、問題解決型学

習そして内省的思考に基づく学習を基盤とす

る教育に現在も受け継がれている ））。日本

においては第 次世界大戦後の経験主義の導

入をはじめ、新学習指導要領（ 年）の 生

きる力 育成に関して 自ら課題をみつけ、

自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、より

よく問題を解決する資質や能力を育てるこ

と が学校教育の中で謳われた ）。これによ

り、小・中学校での問題解決的な学習の導入

方法、効果などについて研究がすすめられて

いる。また経済協力開発機構（ ）の 生

徒の学習到達度調査 ）では、 問題解決能力

とは、解決の道筋が瞬時に明白でなく、応用

可能と思われるリテラシー領域またはカリ

キュラム領域が数学、科学または読解の単一

の領域だけには存在していない、現実の領域

横断的な状況に直面した場合に、認識プロセ

スを用いて、問題に対処し、解決することが

できる能力のことである とし、問題解決の

プロセスの中で、問題の理解と特徴づけ、表

現、解決、熟考、コミュニケーションといっ

た構成要素とともに、知識基盤だけではなく

推論技能も必要とすることを示している。看

護における問題解決能力については、質の高

い看護実践を行う要件として永野ら ）が注目

し、問題解決への態度や行動を焦点に測定す

る （ ）の日本語

版導入を試みている。

これらから、問題解決能力については学問

領域を越えた能力の面を持ちながらも、必ず

しも統一されたものではなく、専門分野など

のそこで意図する教育と文脈、そして社会的

な要素を加味して描き出される側面があると

推察される。よって、大学の看護基礎教育で

育む問題解決能力を明らかにするにあたっ

て、こうした教育学的背景とともに看護学に

おける問題解決能力を抽出していく必要があ

ると考える。

．関連概念

問題解決能力 と関連する概念として、ク

リティカルシンキング 、 リフレクション 、

看護過程 があげられる。 問題解決能力

の位置づけを確認するために、関連概念との

類似点と相違点を述べる。

クリティカルシンキング

クリティカルシンキング（以下 ）につ

いての定義は様々であるが、
）は の定義をもとに、 日

常のきまりきったことをする時のような あ

まり頭を使わない 思考ではなく、意図的な、

目標指向型の思考であり、憶測ではなく、証

拠に基づいた判断を下すことに狙いがある。

クリティカルシンキングは科学の原理と科学

的方法を基本としている と述べ、問題解決

に欠かせないものとして位置付けている。リ

フレクションと との関係を説いた津

田 ）は、 ケアのアートとサイエンスの側面

を充分に吟味し、実践の根拠を明確にしてゆ

く思考のプロセス と示し、実践思考活動の側

面が大きいとしている。これらから、 は目

的をもった思考過程であり、問題解決を支え

る思考と共通する概念であると考えられる。

リフレクション リフレクショ

ンについては、 年代 の教育哲

学を背景に洗練され、海外では看護学に導入

する意義は明らかにされているが、日本では

年初頭から紹介された比較的新しい概念

であるといえる ）。田村らは ）リフレクショ

ン研究の沿革を踏まえ、看護実践の基盤とし

て リフレクションは状況との対話をしなが

ら、実践家が行動について意図的な選択を行

い判断するために、経験を注意深く根気強く

問題解決能力 の概念に関する検討 看護の教育に関連した文献を用いて （高橋ほか）



熟考するものであること、そしてまたリフレ

クションは、自己との対話を通して、自分自

身や自分の行為に意味づけをするプロセスで

もあり、意思決定の能力、すなわち実践的思

考能力を向上させることに役立つものである

と考える と述べている。リフレクションは

自身の経験を基盤に意味づけ学ぶ思考活動で

あり ）、問題解決の実践の中で高められる

可能性をもつものであるが、能力そのものを

担うものではないと推察される。

看護過程 看護の教科書では ）、 看護過

程とは、看護実践の進め方の手順や考え方で

ある。看護師は、看護過程を展開することに

よって対象に対する看護実践を日々行ってい

る と記述され、看護実践の方法論として、

問題志向型システムに則った看護過程のプロ

セスが説かれている。こうした看護過程は、

看護対象へ看護の実践に焦点をおいたもので

あるが、広く問題解決能力を培うことで、看

護過程への洞察も深まり、実践の質向上にも

つながるものであると認識される。

【方 法】

今回の検討では、問題解決能力の教育的概

念に加え、看護実践者を育てる大学教育とし

ての側面に焦点をもつ。そのため、概念の文

脈的要素から構成を明らかにする方法とし

て、 の分析手法 ）を参考にし、分

析を行った。具体的には 問題解決能力 に

関する記述から、属性、先行要件と帰結に相当

する記述を抽出してデータとして扱い、コー

ド化し、サブカテゴリー、そしてカテゴリー

へと抽象度を高めた上、定義について検討し

た。なお分析の妥当性については、質的研究

に熟練した者を含む複数名により、検討を重

ねながら作業を進めることで確保を図った。

文献については、医学中央雑誌

（ ）、 マルチファイル

（ ）、 にて、 問題解決能

力 問題解決力 問題解決型授業 課題

探求 看護 のキーワードを組み合わせて、

年までのものについて検索を行った。ま

ず抄録を確認して、重複しているものを整理

し、 患者の問題解決能力を主題としたもの

を除き、学生、生徒あるいは看護師の能力に

ついて扱うもの、 能力の発展や成長の側面

を捉えた文献であるもの、 会議録及び抄録

を除く 件を抽出した。この 件の全内容を

レビューし、問題解決能力とその教育的側面

について述べた文献を選出し、教育学の文献

件、看護学の文献 件の計 件 ） ）を分

析対象とした。

【結果および考察】

分析の結果、 のコードが得られた。こ

れらから抽出された属性は、【体系的方法で

問題を解決する能力】【思考力】【実行力】【情

報処理力】【態度】の つであった。先行要

件は【可能性】【知識】【学習環境】が抽出さ

れ、帰結は【人間的成長】【実行力の向上】

が抽出された（図 ）。以下にそれぞれのカ

テゴリー、サブカテゴリーについて述べる。
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【体系的方法で問題を解決する能力】
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【情報処理力】
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帰結
【人間的成長】
【実践力の向上】

図 問題解決能力の分析結果



．概念の属性

属性として文献から得た のコードを分

析した結果、【体系的方法で問題を解決する

能力】【思考力】【実行力】【情報処理力】【態

度】の つのカテゴリーが抽出された。

【体系的方法で問題を解決する能力】は、

問題発見から問題を明確にし、最善策の立

案・実行から検証の過程を実践する能力であ

る。これは 問題発見 問題の定式化 最

善策の立案・実行 検証・フィードバック

から構成される。

鈴木 ）は問題解決の過程を創造過程とし

て、問題所在の把握から結果の評価まで 段

階に分けている。同時に学生が自ら学ぶ取り

組みを重視し、このプロセスをたどることで、

主体的に新たな課題に対する創造性を生み出

す源にもなると述べている。渡辺ら ）も

段階に分けて、各段階に学生の自己評価を実

施し、意識の面からの成長を評価している。

こうした過程は、問題解決を行っていく道筋

であるだけでなく、過程そのものを展開する

能力を必要とし、また過程をたどることで更

に培われていく側面があることが推察され

る。

また各段階に応じて、（問題発見 には問

題に気づき認識できること、問題の定式化

では問題を整理して分析し明らかにしていく

こと、 最善策の立案・実行 では解決方法

を考え検討し実行すること、 検証・フィー

ドバック では結果を検証して軌道修正や、

やり直しをしていくなど、それぞれ求められ

る内容がある。各段階で発揮される能力の比

重はかわるものと思われるが、これらの基盤

となる能力を同時に明らかにしていくことが

必要であると考える。

【思考力】は、想像力を使いながら事象の

本質を見抜き、要素の関係性を推理・判断す

る能力である。これは、意図や方向性をもっ

た 思考 、既存の方法にとらわれず状況に

応じた方策を生み出す 創造 、見通す力で

ある 洞察 、あらゆる要素間の構成や関係

を明らかにする 分析 、考えを定めて決断

する 判断 から構成される。

森 ）は、問題を解決する能力は単なる思

考力ではなく、創造的であることで推理力や

洞察力を支え、これらの力が問題となってい

るものを発見し、注意深く観察し、その意味

を抽出すると述べている。またリスクテイキ

ング行動を分析した松嵜ら ）が 高次の認

知過程に統合された思考判断を経て、はじめ

て適切な問題解決がなされていく と述べて

いるように、問題を見定める基盤であると同

時に、適切な解決方法を判断し、その実行を

支えるものでもあることがわかる。

【実行力】は、問題を解決するために、知

識や時間そして情報などの資源を活用し、他

者と協調して、自身の技術を使う能力である。

技能 は習得の有無だけではなく、反復に

より高められる側面をもち、物的・人的資源

を含めた 資源の活用 、他者と協力する力

である 協調 から構成される。

技術化教科授業での中学生の問題解決能力

に注目した中島ら ）は、新たな知識や理解

の習得を含む授業で生じる知識・理解の問題

に対して、意識の向上による解決行動によっ

て自力で解決しようとし、製作実習で生じる

技能に関する問題には、他者の助言や支援を

得ながら、工具や材料を使用してやり直しを

行う解決行動をとる傾向があると述べてい

る。問題の性質に応じて解決方法が選ばれる

が、習得している自身の技能と使える資源を

図るだけでなく、解決できるようそれらを整

えていくことを含めて、実行を支える側面が

あると考えられる。また三谷 ）は、共同す

ることによって適切に解決でき、より高次の

対人交渉方略を獲得できることを述べてお

り、他者と共同できる力も実行力に含まれる

と思われる。
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【情報処理力】は、知覚と記憶を照合しな

がら、必要な情報を収集し構造化する能力で

ある。必要な知識や事実を情報として集める

情報の収集 、活用できるように構造化す

る 情報の構造化 、過去の経験との比較や

中心概念として獲得しているものと照らし合

わせる 知覚と記憶の照合 から構成される。

吉谷ら ）は、問題解決プロセスの学習の

中で 自ら情報を検索して、知識を目的によっ

て組織化し、活用しやすい形を形成 という

点を述べている。看護解決場面の熟達者と初

心者の思考の相違を比較した古賀 ）は、両

者では情報の知識はほぼ同じであったが、知

識間の関係性に違いがあり、熟達者ではより

ネットワーク化されており、高次の中心概念

をもっていることを明らかにしている。問題

解決の中では、必要な知識をもっているだけ

ではなく、活用できるよう構造化できること

が重要である。

【態度】は、自身の能力や感情および特性

を自己理解し、主体的に探求心を持ち、問題

意識をもって臨むことである。自己をどう認

識しているかによる 自己認識 、自ら取り

組む態度を示す 主体性 、よりよい状況に

向かって課題を見出す面や解決策を探し求め

ることにも係る 探求的態度 から構成され

る。問題基盤型学習では 課題を自ら発見し

学び取る過程から、問題意識を持ち主体的に

学習していく力を育成する ）、 自ら問題

意識をもち、主体的に学習していく能力の育

成 ）といった、問題解決に取り組む主体的

な態度についても重点を置くものである。佐

瀬 ）は、若手看護師が問題に気づき解決し

ていくことに困難をきたしている現状には、

普段はあまり問題を意識することがないこと

も影響していると述べており、探究的態度は

問題解決に取り組む力だけではなく、その発

見にも影響していると思われる。また、不安

に陥りやすい看護学生は、問題解決に取り組

む態度にも負の影響を及ぼす ）こともあり、

自己の内面についても認識ができることが望

まれる。

．先行要件

先行要件は、 のコードから【可能性】【知

識】【学習環境】が抽出された。

【可能性】とは、問題解決能力に潜んでい

る天性の成長する力を意味し、潜在的な能力

を示す 潜在力 、発展的な変化である 発達

として抽出された。認知機能の発達に伴う問

題解決能力の育成については、 代までの認

知機能の発達に注目される面 ）にとどまら

ず、経験の積み重ね ）や、意図的な教育 ） ）

によって培われる側面をもつといえる。

【知識】とは、記憶の累積を構造化した認

識である。問題に向き合う前に、個人がどの

程度の 知識 を備えているか、という意味

合いとして抽出された。

【学習環境】とは、問題解決能力を育む環

境を意識し、 動機づけ につながる環境、

また 思考の鍛錬 ができ、 創造の働く場

としての環境、取り組むべき問題の存在があ

ることを意味する 状況に埋め込まれた問題

として抽出された。同時に、こうした要素は

問題解決能力をはぐくむ学習環境を意図的に

作り出すことができる可能性をも示唆するも

のと考える。

．帰結

帰結は、 のコードから【人間的成長】【実

行力の向上】が抽出された。

【人間的成長】とは、問題解決能力を育ん

だ結果、社会の一員として人間が成長するこ

とを意味し、成熟 社会化 が抽出された。

さまざまな問題を解決する能力が培われ、実

社会に出たときに直面する問題を解決するた

めに必要な能力の育成 ）につながることが

期待されるものである。
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【実践力の向上】とは、問題解決能力を活

用した結果、 問題解決能力の発達 看護実

践の貢献 が抽出された。これは問題解決能

力が磨かれ、実践力が向上することを意味し、

日常における問題だけではなく、患者の個別

性に合わせた援助やリーダーシップ発揮を含

めた看護実践力にも及ぶもの ）と考えられ

る。

．問題解決能力の定義

概念の分析の結果から、属性については【体

系的方法で問題を解決する能力】【思考力】【実

行力】【情報処理力】【態度】が抽出された。【体

系的方法で問題を解決する能力】は問題解決

のプロセスに関する力であるが、単独では発

揮されるものではないと考えられる。その基

盤には【思考力】【実行力】【情報処理力】そ

して【態度】の相互作用があることが推察さ

れる。先行要件の中では、天性としての【可

能性】の他に、教育的要素が影響する【知識】

【学習環境】が抽出された。帰結では【人間

的成長】【実行力の向上】が抽出され、社会

の一員として人間が成長することと共に、看

護実践力の向上にも影響するものであった。

この帰結は、中央教育審議会答申が ）各専門

分野を通じて培う学士力の一つに、問題解決

能力を位置づけていることとも重なる到達点

として、大学教育での問題解決能力の育成の

必要性を根拠づけるものと考える。

以上の検討より、大学の看護基礎教育で培

うべき 問題解決能力 は次のように定義さ

れた。 問題解決能力とは、【体系的方法で問

題を解決する能力】（問題の発見、問題の明

確化、最善策の立案・実行、検証・フィード

バック）のプロセスが【態度】【思考力】【情

報処理力】【実行力】の相互作用を基盤とし

て遂行される力である。そして問題解決能力

は、人間が持つ潜在力などの【可能性】を個

人の要件とし、問題解決に必要な【知識】や

【学習環境】の影響を受ける。また、問題解

決能力が発達することにより、看護実践の貢

献を行うといった【実践力の向上】や個人の

成熟や社会化を促進させる【人間的成長】を

高めることができる 。

またこの定義により、問題解決能力を意図

的に高めていくには、問題解決に必要な知識

が体系的に構造化できるようにすること、そ

して学習への意欲を引き出し、状況に埋め込

まれた問題に対して創造的に取り組めるよう

な学習環境を整えていくことの必要性につい

て、教育的な示唆を得ることができた。

【結 論】

文献の内容分析を行い、大学の看護基礎教

育で培うべき 問題解決能力 について検討

した。その結果、属性については【体系的方

法で問題を解決する能力】【思考力】【実行力】

【情報処理力】【態度】、先行要件について【可

能性】【知識】【学習環境】、帰結については【人

間的成長】【実行力の向上】のカテゴリーが

得られた。これらから問題解決能力は、【思

考力】【実行力】【情報処理力】【態度】の相

互作用を基盤として問題解決過程を展開する

【体系的方法で問題を解決する能力】であり、

個人の【可能性】【知識】と【学習環境】の

影響を受けて発達し、【人間的成長】や【実

践力の向上】をもたらすものである と定義

づけられた。

今回、分析対象として選出できた文献数が

少なく分析の限界があるが、背景や関連概念

との比較検討を踏まえ 問題解決能力 の特

性を構造化することができた。今後は教育実

践の中で学生の実際の成長を捉えるために、

問題解決能力を測定する尺度を開発、精選し

ていく必要があると考える。
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